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        No. 2512
2020 年 2 月 10 日

【
う
ら
へ
続
く
】

史上最高を更新する内部留保
一方で大きく低下する労働分配率

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

肺
炎
。「
中
国
の
感
染
者
は

６
日
現
在
、
２
万
８
千
人

を
超
え
た
」「
中
国
の
致
死

率
は
湖
北
省
を
除
く
と

０
・
17
％
だ
と
い
う
」「
横

浜
港
に
入
港
予
定
の
ク

ル
ー
ズ
船
か
ら
感
染
者
が

確
認
さ
れ
た
。
７
日
現
在

61
人
に
な
っ
た
」「
乗
客
乗

員
が
留
め
置
か
れ
て
い

る
」「
持
病
の
薬
が
足
り
な

く
な
っ
た
人
も
出
て
い

る
」「
観
光
地
で
は
中
国
か

ら
の
観
光
客
が
激
減
し
て

影
響
が
出
て
い
る
」「
工
業

製
品
の
部
品
供
給
が
途
絶

え
て
対
応
が
大
変
の
よ
う

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

衆
院
予
算
委
員
会
。「
桜

を
見
る
会
私
物
化
疑
惑
で

安
倍
首
相
が
野
党
の
質
問

者
に
激
高
し
、
う
そ
つ
き

と
の
の
し
っ
た
。
感
情
む

き
出
し
の
答
弁
に
呆
れ

た
」「
発
言
の
撤
回
と
謝
罪

要
求
は
当
然
だ
」「
白
塗
り

の
名
簿
が
提
出
さ
れ
た
。

こ
れ
は
改
ざ
ん
で
は
な
い

か
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｉ
Ｒ
事
業
を
め
ぐ
る
汚

　

安
倍
政
権
が
昨
年
10
月

に
消
費
税
率
を
10
％
に
引

き
上
げ
て
か
ら
、
各
種
の

経
済
指
標
は
全
く
振
る
い

ま
せ
ん
。

　

家
計
の
消
費
支
出
は
19

年
10
、
11
月
と
２
カ
月
連

続
で
前
年
同
月
に
比
べ
マ

イ
ナ
ス
。
内
閣
府
の
景
気

動
向
指
数
は
直
近
の
11
月

ま
で
４
カ
月
連
続
の
悪
化
。

11
月
の
商
業
販
売
額
は
前

年
同
月
比
６
・
５
％
減
の

増
税
で
落
ち
込
む
日
本
経
済

  

消
費
税
率
を
５
％
に
も
ど
せ

　
　
　
　
政
治
の
転
換
を

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
環
境

活
動
家
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ン

ベ
リ
さ
ん
は
１
月
21
日
、

ス
イ
ス
の
ダ
ボ
ス
で
開
か

れ
た
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ

CO2 排出ゼロ
私たち若者は決して諦めない

  　グレタさん講演  ダボス会議

ム
年
次
総
会
（
ダ
ボ
ス
会

議
）
で
講
演
し
、
地
球
の

気
温
上
昇
を
防
ぐ
た
め
に

温
室
効
果
ガ
ス
の
「
排
出

を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
い
る
企
業
、

銀
行
、
政
府
に
対
し
「
直

ち
に
化
石
燃
料
の
探
査
・

採
掘
へ
の
投
資
を
や
め
、

化
石
燃
料
へ
の
補
助
金
を

中
止
し
、
化
石
燃
料
へ
の

投
資
を
完
全
に
引
き
揚
げ

る
こ
と
を
要
求
す
る
」
と

発
言
。「
昨
年
か
ら
何
度
も

繰
り
返
し
て
き
た
が
、
メ

デ
ィ
ア
や
有
力
者
は
、
一

度
も
取
り
上
げ
て
こ
な

か
っ
た
」
と
批
判
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、「
科
学
と
若

者
の
声
が
、
議
論
の
中
心

に
置
か
れ
る
べ
き
だ
」「
私

た
ち
は
、
あ
な
た
方
と

違
っ
て
決
し
て
あ
き
ら
め

な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

大
幅
な
落
ち
込
み
。
19
年

の
ス
ー
パ
ー
の
売
り
上
げ

は
前
年
比
で
４
年
連
続
の

マ
イ
ナ
ス
。
企
業
の
倒
産

統
計
（
負
債
額
１
０
０
０

万
円
以
上
）
で
は
、
19
年

の
年
間
倒
産
件
数
が
11
年

ぶ
り
に
前
年
を
上
回
り
ま

し
た
。

　

日
本
銀
行
が
今
年
１
月

に
発
表
し
た
３
カ
月
ご
と

の
「
生
活
意
識
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
は
、

個
人
の
景
況
感
が
６
期
連

続
で
悪
化
、
14
年
12
月
以

来
５
年
ぶ
り
の
低
さ
で
す
。

消
費
税
増
税
が
日
本
経
済

に
新
た
な
不
況
を
も
た
ら

し
、
中
小
業
者
を
深
刻
な

苦
境
に
追
い
込
ん
で
い
ま

す
。

　

安
倍
政
権
は
国
民
に
大

き
な
負
担
を
押
し
付
け
な

が
ら
、
大
企
業
を
減
税
な

ど
で
優
遇
し
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
の
兵
器
“
爆
買
い
”

な
ど
の
軍
拡
に
巨
額
の
税

金
を
投
じ
て
お
り
、“
逆
立

ち
財
政
”
と
い
う
ほ
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　

安
倍
「
失
政
」
の
責
任

は
重
大
で
す
。
消
費
税
率

を
５
％
に
戻
し
、
国
民
の

暮
ら
し
と
経
済
の
再
建
を

は
か
る
政
治
へ
の
切
り
か

え
が
必
要
で
す
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

職
事
件
。「
東
京
地
検
が
収

賄
罪
で
衆
院
議
員
、
秋
元

容
疑
者
を
追
起
訴
し
た
」

「
中
国
企
業
が
現
金
を
渡

し
た
と
供
述
し
た
自
民
党

の
岩
屋
前
防
衛
相
ら
衆
院

議
員
６
人
は
立
件
を
見
送

ら
れ
た
」「
な
ぜ
だ
。
納
得

が
い
か
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

羽
田
新
ル
ー
ト
の
試
験

飛
行
が
開
始
。「
乗
客
の
い

る
旅
客
機
で
東
京
都
心
の

低
空
飛
行
は
は
じ
め
て

音
は
最
大
76
～
80
ｄ
Ｂ
が

計
測
さ
れ
た
」「
落
下
物
も

心
配
だ
」「
米
軍
が
管
理
す

る
横
田
空
域
の
た
め
に
飛

行
経
路
が
制
限
さ
れ
て
い

る
問
題
が
あ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
桃
田
選

手
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
）
が

代
表
強
化
合
宿
に
参
加

（
３
日
）。「
交
通
事
故
の
後

遺
症
も
和
ら
ぎ
、
練
習
復

帰
の
め
ど
が
た
っ
た
と
の

こ
と
」「
３
月
の
全
英
オ
ー

プ
ン
か
ら
の
出
場
を
め
ざ

す
よ
う
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
４
日
、流
氷
初
日
を
北

海
道
紋
別
市
が
発
表
し

た
」「
平
年
よ
り
12
日
遅

い
」「
６
日
、急
に
冷
え
込

　

米
科
学
誌
『
ブ
レ
テ
ィ

ン
・
オ
ブ
・
ジ
・
ア
ト
ミ
ッ

ク
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ツ
』

終末時計　残り 100 秒
　 核・温暖化に警鐘

　 　　  米科学誌発表

は
、「
終
末
時
計
」
を
今
年

も
発
表
し
、
世
界
滅
亡
を

表
す
午
前
０
時
ま
で
「
残

り
１
０
０
秒
」
に
設
定
し

ま
し
た
。
１
９
４
７
年
の

設
定
以
来
、史
上
最
短
。時

計
の
針
を
進
め
た
要
因
は
、

各
国
の
温
暖
化
対
策
の
不

十
分
さ
や
、
崩
壊
に
近
づ

く
イ
ラ
ン
核
合
意
、
米
ロ

の
中
距
離
核
戦
力
全
廃
条

約
の
失
効
で
、
核
軍
拡
の

懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
と

し
ま
し
た
。

　

厚
労
省
は
２
０
２
０
年

度
も
、
年
金
水
準
を
年
金

の
支
え
手
の
減
少
や
平
均

余
命
の
伸
び
に
あ
わ
せ
て

自
動
的
に
削
減
す
る
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
を
発
動

す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

２
年
連
続
の
発
動
で
年
金

支
給
額
が
実
質
０
・
３
％

減
で
す
。

20
年
度
の
年
金  

実
質
０
・
３
％
引
下
げ

　
安
倍
政
権
下
で
６
・
４
％
も
減

　

年
金
支
給
額
の
改
定

ル
ー
ル
で
は
物
価
と
名
目

賃
金
が
上
昇
し
て
い
る
場

合
、
上
昇
率
が
低
い
方
が

指
標
に
な
り
ま
す
。
20
年

度
の
改
定
で
は
物
価
が

０
・
５
％
増
、名
目
賃
金
が

０
・
３
％
増
だ
っ
た
た
め
、

名
目
賃
金
が
指
標
。
さ
ら

に
こ
の
指
標
値
か
ら
ス
ラ

イ
ド
調
整
率
０
・
１
％
を

引
い
て
名
目
の
改
定
率
は

０
・
２
％
増
で
す
。し
か
し

物
価
は
０
・
５
％
増
で
す

か
ら
、
年
金
支
給
額
は
実

質
０
・
３
％
減
と
な
り
ま

す
。
安
倍
政
権
７
年
間
の

合
計
で
は
実
質
６
・
４
％

の
減
で
す
。

　

同
省
が
発
表
し
た
長
期

見
通
し
で
は
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド
で
約
30
年
間
に

基
礎
年
金
が
約
３
割
、

７
兆
円
の
減
額
。
日
本
共

産
党
の
志
位
委
員
長
は
１

月
23
日
国
会
で
同
制
度
の

廃
止
を
強
く
迫
り
ま
し
た
。

安
倍
首
相
は
答
弁
で
高
齢

者
の
生
活
破
壊
に
冷
た
く

背
を
向
け
ま
し
た
。

国連総長 各国の努力訴え

人類「四つの脅威」直面
地域の緊張・気候危機・世界的不信

・サイバー悪用

　

国
連
の
グ
テ
レ
ス
事
務

総
長
は
１
月
22
日
、
年
頭

演
説
で
、「
四
つ
の
脅
威
」

に
人
類
が
直
面
し
て
い
る

と
警
告
。
す
べ
て
の
人
に

平
和
な
未
来
が
訪
れ
る
よ

う
「
と
く
に
若
者
の
声
に

耳
を
傾
け
、
一
緒
に
行
動

す
る
こ
と
が
必
要
だ
」
と

各
国
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

グ
テ
レ
ス
氏
は
、
壊
滅

的
な
地
域
紛
争
、テ
ロ
、核

の
脅
威
が
増
大
し
、
戦
争

や
迫
害
で
多
く
の
人
が
家

を
追
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
。

ま
た
気
候
危
機
に
つ
い
て
、

「
取
り
組
み
が
不
十
分
な

為
政
者
が
依
然
と
し
て
大

勢
い
る
」
と
批
判
。

　

世
界
の
３
分
の
２
で
格

差
が
広
が
り
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
か
ら
取
り
残
さ
れ
た

多
く
の
人
が
不
信
感
を
高

め
て
い
る
と
指
摘
。
と
く

に
若
者
、
女
性
や
少
女
へ

の
支
援
を
各
国
に
求
め
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
テ
ロ
リ
ス
ト
な

ど
に
よ
る
ネ
ッ
ト
の
悪
用

や
デ
ジ
タ
ル
犯
罪
へ
の
対

処
を
訴
え
ま
し
た
。

微細な入れ子チューブ合成
   トランジスタとして機能

米科学誌『サイエンス』（１月 31 日）

　

東
京
大
学
の
丸
山
茂
夫

教
授
ら
は
、
単
層
の
微
細

な
筒
状
炭
素
分
子
「
カ
ー

ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
」
の

外
側
に
絶
縁
体
の
窒
化
ホ

ウ
素
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
の
層

を
、
さ
ら
に
外
側
を
半
導

体
の
二
硫
化
モ
リ
ブ
デ
ン

ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
で
包
ん
だ

３
層
構
造
物
質
を
合
成
。

半
導
体
と
絶
縁
体
を
挟
む

こ
と
で
、
超
微
小
な
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
と
し
て
機
能
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
は
シ
リ
コ
ン
半
導
体

の
微
細
加
工
が
限
界
に
近

づ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

を
飛
躍
的
に
小
型
化
、
高

性
能
化
す
る
技
術
開
発
に

つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

ん
だ
」「
日
差
し
が
強
い
の

に
、
北
風
が
猛
烈
に
強

か
っ
た
」「
ス
キ
ー
場
は
雪

が
降
っ
た
よ
う
だ
」

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
廃
止
を

だ
」「
新
宿
駅
付
近
で
高
さ

千
ｍ
、
大
井
町
駅
付
近
で

は
東
京
タ
ワ
ー
よ
り
低
い

３
０
０
ｍ
上
空
を
飛
ぶ
」

「
大
井
町
駅
周
辺
で
の
騒

史上最短


